農地等使用貸借契約書
　貸人（以下「甲」という。）および借人（以下「乙」という。）は、農地法の趣旨にのっとりこの契約書に定めるところにより、使用貸借契約を締結する。

　この契約書は、3通作成して甲および乙が各1通所持し、その写し1通を都留市農業委員会（以下「農業委員会」という。）に提出する。

　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　甲（貸人）　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　乙（借人）　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

第1条 使用貸借の目的

　甲はこの契約書に定めるところにより、末尾記載の土地を乙に使用させ、乙はこれを使用するものとする。

第2条 使用貸借の期間

　使用貸借の期間は、令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までの　　年間とする。

第3条 この土地は、無償で使用するものとする。
第4条 甲は、この土地を農地法第3条の許可と同時に乙に引渡すものとする。

第5条 乙は、この土地を転用または転貸してはならない。

第6条 乙は、使用期間中この土地を良好な状況で管理しなくてはならない。

第7条 この契約書作成に必要な費用および使用期間中の公租公課は、甲が負担するものとする。

第8条 この契約に定めのない事項またはこの契約条項について疑義が生じた場合は、甲乙協議して定めるものとする。
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